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三沢市国民健康保険運営協議会 議事録 

１．日 時：平成２９年８月２３日（水）午後１時３０分から 

 

２．場 所：三沢市役所 本館４階 大会議室 

 

３．出席者 

【委 員】（12名） 

公 益 代 表：山 本 彌 一、瀬 崎 雅 弘、春 日 洋 子、田 嶋 孝 安 

保険医薬剤師代表：中 山 宏 祥、小 西 史 人、澤 上 大 樹 

被用者保険等代表：福 士 尚 仁 

被 保 険 者 代 表：鷹 架 良 子、坂 本 幸 子、立 花   肇、畑 山 陽 子 

 

【事務局】（6名） 

市民生活部長：繫   範 雄 

国保年金課長：髙 橋 次 郎  副参事兼課長補佐：成 田 薫 子 

保険税係長：村 井 加奈子  国 保 係 長：柳 川 哲 彦 

国保係主査：松 橋 基 史 

 

４．欠席者 

  【委 員】（１名）  

保険医薬剤師代表：樋 口 茂 樹 

 

５．議 事 

 

＜開会：1時 30 分＞ 

 

司 会：  それでは、定刻となりましたので、ただ今より「三沢市国民健康保険運営協議会」を

開催いたします。 

初めに、定足数についてご報告いたします。 

本日は、「樋口委員」から、欠席との報告を受けておりますので、本日の出席委員数 

は、１２名です。 

定足数を満たしておりますので、本日の会議は成立することをご報告いたします。 

 

司 会：  「山本会長」よりご挨拶をお願いいたします。 

 

会 長：  委員の皆様におかれましては、ご多用のところ、ご出席をいただきまして厚くお礼申 

     し上げます。 

      本日は、「平成２８年度 三沢市国民健康保険 特別会計決算（見込み）」「平成 30 

年度からの国保改革施行について」が議題となっております。 

皆様の忌憚のないご発言、ご意見をいただきながら進めて参りたいと考えております 

     ので、ご協力のほどよろしくお願い申し上げまして、簡単ではありますが挨拶といたし 

ます。 
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司 会：  ありがとうございました。        

それでは、これより「議題」に入りますが、議長は、協議会規則第３条により、会長 

     が務めることと定められておりますので、会議の進行をお願いいたします。 

 

 

議 長：  まず、本日の議事録署名人２名を決めたいと思いますが、私から指名してよろしいで

しょうか。 

 

      【 「異議なし」 との声あり 】 

 

議 長：  「異議なし」と言う事でありますので、それでは、「小西委員」と「鷹架委員」の両 

名を議事録署名人といたします。よろしくお願いします。 

それでは、早速ではございますが、次第に従いまして進めてまいります。 

初めに、議題１「平成２８年度 三沢市国民健康保険特別会計決算（見込み）につ

いて」であります。事務局の説明を願います。 

 

事務局：   【 事務局説明 】 

 

議  長：  ただ今の「平成２８度三沢市国民健康保険特別会計決算（見込み」」の説明に対し、

ご意見、質問のある方は、挙手をお願いします。 

 

瀬崎委員：  何点か確認させていただきたいと思います。 

まず、資料の３ページの歳入のところの国民健康保険税、決算額が 9億 8,900 万円 

ということでありますけれども、これについては平成 28年度から保険料を値上げし 

たというところでありますが、これはもともと上げた時点の見込み額とほぼ一緒なの 

でしょうかというところを確認したいと思います。 

 

議  長：  はい答弁願います。 

 

事 務 局：  お答えいたします。当時、約１億円の増収という形で税率の改正を行っておりまし

た。現在、約 1 億 1000 万円の増収となっておりますので、大体計画どおりになって

おります。以上であります。 

 

瀬崎委員：  了解しました。予定どおりでありますけれども、先程、部長の説明で収納率少し上

がったというところでありますが、資料の 10ページを見ますと「県内 10市の保険税

収納率見込」を見ると、三沢市は低いというものですよね。この資料を見ますと、十

和田市を除いて津軽方面ですよね、黒石、五所川原、つがる市とか、90％を超えてい

るんですよね。こことうちとの差は何かあるんですかね。それを確認したいと思いま

す。       

 

事 務 局：  おっしゃられた通り、うちの方では最初、収納率が上がりよかったと思っていたの 

      ですが、県内の状況を見て、他市もそれ以上に上昇していたのが現状であります。順 
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      番といえばおかしいですけれども、市の順番とすれば大体同じようなところにいると 

      ころでありますが、今回、口座振替等 10％以上加入率が上がるなど、うちとしては、 

他市の状況を見ないうちは非常に努力してやっていたつもりではありましたが、他市 

もこのように非常に上がっているということは、来年度以降もより一層努力して収納 

率を上げていかなければならないと考えております。以上であります。 

 

瀬崎委員：  了解しました。まあ、人間性もあるかと思いますので、まあいいと思います。 

後、もう 1点ですけれども、６ページの歳出の高額療養費が増加しているというと 

      ころでありますけれども、参考資料の 12ページと 13ページに、（８）高額療養費の 

給付の表で、70歳未満 70歳以上 75歳未満とランク付けがあるんですけれども、そ 

れぞれどれくらいの方がこの事業を受けているか把握していますか。例えば、70歳 

以上の上位所得者で、何名いていくら位払っているかという細部の資料ですけれども、 

これでもってどちらの方が多いのかということで、次の事業の展開ができるのかなと 

思うので、そこのところの細部の資料があったら教えてほしいのですが。 

 

事 務 局：  お答えいたします。今質問されました、12 ページの資料につきましては、何名と

いうような資料を今は持ち合わせておりません。すみません。 

 

瀬崎委員：  ではそれはいいとして、傾向的に大まかに 70歳以下が多いのか 70から 75が多い 

      のか主に透析と思うんですが、その内容的なものは何が一番多くてどれくらいの費用 

      を使っているかは把握されていると思うんですけれども。 

 

事 務 局：  はい、直接な答えになるかどうかわかりませんが、子供医療の状況を把握した時に 

若年者より高齢者の方が１回の診療の金額は高いものと把握しております。詳しく、 

どのくらい高いのかというものはないんですけれども、年齢が高くなると、1回のレ 

セプトの点数、金額が高いものと考えておりますので、そちらの方は議員さんおっし 

ゃる通り、そのものに力を入れていかなければならないと分析しております。 

 

瀬崎委員：  私の個人的なあれなんですが、特に高齢者の方は、いろんな病院にかかっていると 

      思うんですけれども、薬をもらってまた違う病院に行って同じような薬をもらってい

るのではと思っているのですが、指導的に薬局の方で「ジェネリック」にしますかと

基本的にはジェネリックを優先して渡すようにしているのかどうか。そこのところは

各薬局によって違うのか。患者さんが医者の言う薬をほしいという話があるんですが、

そこのところの指導はどのような形で実施されているのか。 

 

事 務 局 ：  今お話ししましたとおり、ジェネリックの推進ということで、ジェネリックが必要 

      だとおっしゃる方にはシールを渡したり、どの程度ジェネリックを使用しているのか 

統計は出しております。 

また、重複した薬が投薬されないようにレセプトの点検も行っており、例えば病院 

      と柔道整復師、整体との関わりもございますので、そちらの方もレセプトを点検しま 

して、必要があれば患者の方、市民の方を訪問してこのような制度ですということは 

ご案内しています。以上であります。 
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瀬崎委員：  わかりました。最後に質問なんですけれども、11ページの（５）保健事業のとこ 

      ろで、今回初めて「みなし健診」というのが出てきまして 21名ということですけれ 

ども、それでもまだ健診率は全体的に低いと思うんですけれども、この中には健診率 

というのは出てきませんけれども、どのくらい伸びそうなのか、もしくは変わらない 

のか現時点わかっているなら教えてください。 

 

事 務 局 ：  はい、お答えいたします。健診受診率につきましては、まだ最終的な統計は出てい 

      ませんが、昨年 23.5％と同様のところと考えております。 

今年度につきましては、最初にご案内いたしましたように、自己負担 1,000 円を無 

      料にした経緯がございます。まだ、7月までの統計しか出ておりませんが、被保険 

者数は 500～600 人減っておるところですが、受診者数はほとんど減らないというと 

ころで受診のパーセンテージは今のところ昨年度よりいい傾向を示しております。 

以上でございます。 

 

瀬崎委員：  はいわかりました。それで、一つ確認しておきたいんですけれども、みなし健診の 

      情報提供料 2,700 円とあるんですけれども、基本的にはここのところどんどんみなし 

健診でもって受けた場合、情報提供料がどんどん膨れ上がって逆に歳出が増えるので 

はないかと気になるんですが、そこのところはどこまでが限度とお考えでしょうか？ 

はっきり言った健診率を上げるのは大事ですけれども、費用対効果としてどのように 

お考えなのか教えてください。 

 

事 務 局 ：  みなし健診の情報提供料は増えていきますが、特定健診受診者を 1として考えれば、 

実際に特定健診を受けてこちらが出す費用よりも、2,700 円で同じようなデータをも 

らえますので、そこが費用対効果といえるのかどうかはわかりませんけれども、みな 

し健診で実際に特定健診を受けなくても情報をもらえるという考えであります。 

 

春日委員：  瀬崎委員の質問の関連を質問させていただきたいんですが、10ページの県内 10市

の保険税の収納率についてですけれども、私は肝心なのは 10 市の中で何番目かと言

うよりも、三沢市本来がこれまで、過去数年前からさかのぼって見てきますと、じわ

りじわりと収納率が下がってきているということは事実ですね。この下がってきてい

るということがどうゆうことなのかというところが肝心なのではないかと思ってい

ます。 

      この収納率に携わるところは申し上げるまでもなく税務課ですよね。税務課も一生懸

命やって様々なことをやっていただいていますが、でも結果としてどんどん下降して

いるわけですよね。これの要因というのは、先ほど課長が収納率を上げていかなけれ

ばならない、まあ、当然ですよね。それは、理想の言葉ではありますが、具体的な対

策というのは国保年金課、またそこには税務課との連携という意味で情報交換し、現

状を把握しながら、何か協議を進めているという経緯はございますか。 

 

事 務 局 ：  お答えいたします。10ページの収納率の順位が出ていますが、こちら説明をさせ 

ていただきますと、当市の場合、税率が上がった関係でちょっときついのかなと考え 
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ていましたが、それでも収納率が上がったので三沢市としては頑張ったかなと思って 

いましたが、10市中、税率を上げているのは三沢市と十和田市で、他のところは税 

率を上げていないところでした。 

収納率の推移を見てみますと、平成 24年度からのデータしかございませんが、24 

年度が 87.7、25 年度が 86.9、26 年度が 85.6 でこれが一番落ち込んだ時であります。 

27 年度は 88.2 で、28年度が 88.8 で、おっしゃる通り落ち込んで今少しずつ持ち直 

してきたというのが現実の推移でございます。 

方策といたしましては、やはり同じ話の繰り返しになるかとは思いますが、税務課 

      と一緒に国保年金課の職員も夜間徴収に行くとか、窓口延長の期間を設けるとか、短 

期の納税相談について、税務課と一緒に相談を受けるとかですね、そうゆう形でやっ 

ております。 

以後におきましては、一番効果が大きいといわれる口座振替の推進とか、そうゆう 

      ものも進めていきたいと考えておりました。また、コンビニ収納もいくらか効果があ 

るのかと思っておりますので、納期限内のものはコンビニで納めることができるとい 

うことを宣伝してですね、身近なコンビニの方で納めていただけるということをお話 

していきたいと思っております。以上であります。 

 

春日委員：  ありがとうございました。払える方は、それぞれご自身の選択できちんと支払いを

していただいている。一方で、経済的な困窮者等々がございまして、払いたいけれど

も払えないかたも当然いるということは、申し上げるまでもないことでありますが、

この短期保険証の所持者、よもや保険証のない方がいるのかいないのか、保険料を少

し収めることによってって期間を決められた保険証を発行されて医療機関に提示し

て保険適用になる方。この辺のところは、ざっくりでよろしいので何名位いらっしゃ

るのか把握されていますか。 

 

事 務 局 ：  すみません。確実なデータを持ち合わせておりませんが、必ず健康保険に入らなけ 

      ればいけないということでありますので、社保とか共済に入っていない方は自動的に 

国民健康保険という形になります。ですので、無保険者ということは原則的にはござ 

いませんが、全く納税されていない方は、きちんと納税されれている方との公平感と 

取るために、例えば今おっしゃった短期証とか全く納めていない方には資格者証とい 

う形で、資格はありますけれども病院に行けれれば 10割ですよという、ペナルティ 

ー的なものを送っているところであります。短期証を発行する場合には、必ず相談に 

来てくださいという通知書を出して、相談しながらやっておるところでありますで、 

一応のところはすべて把握できるような形ではやっております。 

 また、付け加えますけれども、納税されていない方の親が資格者証であっても、そ 

の方のようなお子様は高校生くらいの年齢の方には、無条件で病院において 3割～2 

割負担で受けれるような証書は出しております、 

 

春日委員：  最後の質問になりますけれども、滞納者が年々増えていって、金額的にも年々回収

不能といいますかそうゆうものがあると思いますが、これは何年か経ちますと時効と

いうことになることはあるんでしょうか。参考にお聞きしたいと思います。 
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事 務 局 ：  不納欠損という形になります。税務課で集計中の資料をもらってきたのですが、28 

      年度は 1,526 件、8,872 万 7,000 円程度の不納欠損の処理であります。以上でありま 

す。 

 

春日委員：  ありがとうございました。 

 

議  長：  そのほか、ご質問ご意見はございませんか。 

        

福士委員：  4 ページの一般会計の繰入金についてですが、ここは平成 27年度と比べていかが 

ですか。 

 

事 務 局 ：  一般会計の繰入金についてお答えします。繰入金につきましては 28年度はすべて 

法定内の繰入金になっております。たとえば、事務費とか人件費並びに決められたと 

ころでは、基盤安定繰入金、その他、基金を崩して入れている部分がございますが、 

結果的には28年度は繰越金がございましたので、27年度に法定外をいただきまして、 

それで 28年度に基金がありましたのでそれを崩した形ですけれども、その崩した基 

金以上に今回は繰越金が生じておりますので、単年でいえば黒字決算で 28年度は過 

ごせたということになります。 

       繰り返します。繰入金に関しましては、28年度は法定内の繰入れ及び支払い準備 

基金を崩した繰入金ということになります。以上でございます。  

 

福士委員：  9 ページの（２）被保険者の状況の中の、国保の加入率の一般加入率は上がってき

ているが退職者加入率が下がっているということで、一般加入率だけが増えているこ

とはどうゆう風に見ていらっしゃるのか。 

 

事 務 局：  お答えいたします。総人口が減っておりまして、それ以上に被保険者の数は比率的 

      には減っております。減った理由として一番多いのは、社保加入ということでありま 

して、仕事についている方が多くなってきているということになります。その中で一 

般加入率と退職者加入率の比率ですけれども、退職者加入といいますのは、経過措置 

でありまして、退職者の方はもうこれからは数が増えなくてだんだん減っているとい 

う対象の方です。 

       退職医療制度に加入する方の人数が減っております。この制度自体が 26年度まで 

に加入されている方が対象になりますので、その方が 65歳になればすべて、一般に 

切り替わっていきます。現在 63歳の方は、2年後には一般に変わり、新しく退職に 

入る方はほとんどいらっしゃらないので、いずれ、退職に入っている方はなくなって、 

すべてが一般に変わることになりますので、どんどんこの差が広がり一般が 100％に 

なっていくことになります。 

 

議  長：  その他ございませんか。 

       それでは、質疑、討論終結します。直ちに採決いたします。 

       「平成２８年度三沢市国民健康保険特別会計決算（見込み）について」は、承認す 

      ることにご異議ございませんか。 
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       【 「異議なし」 との声あり 】 

 

       それでは、異議なしということでございますので、「平成２８年度三沢市国民健康 

保険特別会計決算（見込み）について」は、承認することといたします 

      

議  長：  次に、議題２「平成３０年度からの国保改革施行について」を議題といたします。 

       事務局の説明を願います。 

 

事 務 局：  【 事務局説明 】 

 

議  長：  それでは、議題２の「平成 30年度からの国保改革施行について」質疑、討論あわ 

せて行います。ご質問、ご意見のある方は挙手をお願いいたします。 

 

瀬崎委員：  やんわりと、イメージ的には分かるんですけれども、先ほどの説明でお金の流れが 

変わるということで、国保の特別会計という名前は変わらないのか、今までやってい 

る決算については変化なく続けられるのでしょうか。 

 

事 務 局：  特別会計は当然残りまして、たとえば、医療給付費というところに県への納付金と

いう形で款項目ができて税の徴収は市でしますので、それを集めて歳出して県の方へ

10 何億という款項目を設けてそれから歳出をする形になりますので、三沢市の国保

の特別会計はそのまま残ります。ただ、款項目の中身がちょっと変わる可能性があり

ます。 

 

議  長：  2 ページの財政安定化基金というのがあるんですけれども、これは県と市では相違 

があるんでしょうか。今までは、黒字であったものを国民健康保険診療報酬支払準備 

基金という名前で基金を作っているが、県の方はどういう風になるのか、市と県の基 

金の相違とかはあるんでしょうか。 

 

事 務 局：  県の方は二通りありまして、県全体の納付金を納めた後に例えば流行性疾患があっ 

た場合は、その財政の基金をあてて県の集めた納付金が足りなければそれを当てると 

いうのと、5番の激変緩和措置というのも重なりますけれども、三沢市の場合は何と 

なく行けそうだという感じですけれども、今まで安い方の保険料でやっていたところ 

が急激に保険税が上がる市町村がございます。この激変緩和のところである程度財政 

安定化基金を拠出して、だんだんに上げていけよという配慮をするような基金の使い 

方をするものと、県の方は二通りあると聞いております。 

 市の方は支払準備基金がありますけれども、先ほどお話ししたように、医療費が上 

がっても今からは医療費の方に上乗せして納付金を払う必要がないので、その準備基 

金というものを県や国でも検討しておりますが、財政調整基金なるものの名前でです 

ね、例えば市の予算中で、このくらい税収の徴収率で予定したけれども、それ位入ら 

なかったという時に、市の方が自分のところの基金を取り崩してその分当てなさいと 

いうような基金を作るようにと言う形になると思いますので、支払基金ではなく違う 
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形の基金で市は運営しなければならないような形になると思います。以上であります。 

 

議  長：  その他ございますか。ありませんか。 

      なければ、私から１つ質問したいんだけれども。 

       今、30 年度から県主体の国保運営になるということですが、だとすると国保運営

協議会ですが、この役割はもうなくてもいいような気がしますが、県に移行された場

合、その辺はどうなんでしょうか。 

 

事 務 局：  先ほども申し上げましたように、今後も市町村は地域住民と身近な関係で、このま 

      まの事業を引き継ぐということがございます。例えば、各市町村特色を持っている保 

健事業とか今のように納付金を示された場合の税率をどうするかとか、今までと同じ 

ような事業を引き継ぐ形になっておりますので、将来的に後期高齢者医療みたいに県 

が賦課してそれをやるという形になるかどうかわかりませんけれども、現状におきま 

しては国保年金課事業としては全く同じものを進めていくという形ですので、市の運 

営協議会につきましては、このままお願いをして市の国保としてどのような方向に進 

んでいけばいいかということを協議していただきたいと思っております。 以上であ 

ります。 

 

議  長：  ということで、まだ皆さんにお願いすることがあるそうです。よろしくお願いいた 

します。 

それでは、これで質疑を終わらせていただきます。 

委員の皆さん、このほかに何かご質問、ご意見などございますか。 

 

【 「ございません」という声あり 】 

 

議  長：  それでは、事務局から何かございますか。 

 

【 「ございません」という声あり 】 

 

ないということですので、以上本日の会議はすべて終了しました。皆さんの活発な 

発言、ご協力誠にありがとうございました。 

  

事務局から報告があるということでお願いします。 

 

司  会：  それでは、最後になりますが、事務局からご報告がございます。 

       このたび、山本会長が「青森県国保連合会理事長表彰」を受賞されました。 

この「国保連合会理事長表彰」は、現職で勤続 10年以上の方を対象としておりま 

す。その永きにわたる国民健康保険事業への功績を讃えまして、7月 28 日、市長 

室において表彰の伝達式を行いました。 おめでとうございます。 

 

【 「おめでとうございます」という声あり 】 
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山本会長：  今、お話しいただきましたとおり表彰を受け感謝状を頂きました。ありがとうご 

ざいました。 

      

司  会：  以上をもちまして、三沢市国民健康保険運営協議会を終了いたします。 

    皆様、大変お疲れ様でした。 

 

＜閉会：午後 2時 25 分＞ 

 

平成 29年 8月 23 日開催の三沢市国民健康保険運営協議会は、以下のとおりである。 

 

            

           三沢市国民健康保険運営協議会議長  山 本 彌 一 

 

           議事録署名者  小 西 史 人 

   

           議事録署名者  鷹 架 良 子 


